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絹フイブロンの無定形成分の研究（豫報）

On the amorphous components in silk fibroin

金子英雄

1絹綜の微細構造
　過去卜撒歪1≧間に行はれた糸局孫の徴細構造に關する研究は、或はX線分析の如き物理的方法、

或は次亜，奥素酸塩叉は酸類の如き藥品の作用による化學的方法によつて次第に閲明せられて來

た。その結果1絹綜中のフイブロイン（Fibroin）は結晶II生域分（40％位）t／1　ldiの無定形非結陥

性成分よりなる棍合ミセルであると渚へられてゐる。結晶性成分は主として物理的方法によつ

て研究せられゆくもので絹綜本態の關明の上には重要旦つ興味あるもので、巳にMeyer及び

Mark氏は之れに關する理論的階造を提ll昌してゐる。然れども絹綜の費用上の問題として重要

なるものは絹7イブlzインの無定形成分であらう。その研究は一面化畢的になさなければなら

ない。と同時に無定形成分の重大な任務を認識すべきである。　　　　　　　　　　1

2　無定形成分とセリシン

　セリシンの實瞼をなすに當つて屡々セリシン中特にセリシンB（Soricin　B）は絹フイブロ

ィン中の無定形成分に類似を見出す様な現敦に漉合する。絹綜化學の初期の時代に於てはブイ

ブロインが獄兜によつて吐綜せられるやその外・表部分は水分の存在で酸化せられて・L’リシンを

生じたと考へた。この考へは誤りであることは今口朋らかな爽であるが、この爾蛋白質は同一

の生物によつて介成されてゐるだけに典所に何等かの轡接な唇討係が存在するであらうと考へら

れる。その開係はセリシンBと無定形成分に於て見ることが幽來ると思ふ。

3繭綜の構造
　繭綜（Cocoon　fibre）は顯微境下に於て見れば直ちに繊維構造を呈するフ・fブ1・インと共の

外周に存し前者と共同戦線を張つてゐるセリシンとを容易に認めることが川來る。勿論セリシ

ンの一部は時としては粒状に集合し、或はある部分は絹繊総とゆるく結含しておるのが認めら

れるが、セリシンは至つてブイブロインと麿腰な關係を有するものと考へてゐる。

　液状絹継（Liquid　silk）カミ慧児によつて吐かれた際は多分に水分を禽んでゐるから絹継櫛威

の2成分帥ちフイプロインとセリシンとは凋立した行動をなすものでなく、その閤にある程度

の交渉藻絡が起るものと考へうるわけである。今後の研究によつて確かめなければならなv・が、

上籏彫の條件による繭綜セリシンの爾成分の割含から推定してフイブnイン繊維の周りにセリ

シンB暦、その外周にセリシンA暦が存在するものと考へられる。かく椴定すれば次の如き

繭綜の模型を作る事が出來よう。

　1暦……セリシンA厨
　II層…・・セリシンA及びセリシンBとの蹟散混合贋でセリシン肝の大部分を占めるもの

11正暦…・・セリシンBと絹フイブロイン無定形成分の鑛散況台・肝で比1皮的侮贋

　IV　癬…・・フイブロイン贋（結晶性及び無定形爾威分混合llの中ヘセリシンBの描散せる部うト

　V　暦……純檸のフイブロイン暦（小源博士α）見川された中心lllトに當るものと考へられる）

｛Uし工，II，　III及びIV贋の厘みは錨lll種及びヒ籏條件によつて異なるであら5u　．
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理謝・から考へると以ゆ曙の存麓考へること醐來る。2・49の絹繊維が五に1贋酒で

接凱ておれば最も鱗チは良く加II鰍砂II曙と・イブPイン隊近く磯謝る程セ

　　　　　　　　　　　t．r　　　　　　　　リシンの膠着性は高まり解討しがたくなるであ

　　　　　　　　　　　岬　　　01　　　　　らう。と云ふのはセリシンAはセリシンBよ
　　　　　　　　　　　　　　ハ　．　IV
　　　　　　　　　　　　　　lv＼，　　　　り膠着性が自然欺態の場合では小さいからであ

　　　　　　　　　　　　　　IL’”一‘一’　　　　る。しかも1屠のセリシンAは牧縮姓を有す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るため2本の繊維の接醐するや出來るだけ表面

を減ぜんとして爾繊維を包み接着部には1暦はなくなるであらう。　　　　　．

　已に小原穂太郎博士（1932）は藍1轍の染蒲性並びに交叉昌コルによる干渉色より繭綜を5暦

に分かたれてゐる。1及び2層はセリシン、3．4及び5屠はブイブロインよりなるものとせら

れた。

　術小原博士及び渡漫綱男隙士は商灘度ヒ籏繭繰がX線干渉岡1℃は殆んど差を生じないが絹綜

の強力を減退することを實験せられた。小原氏は更らに高漁度上膜の中．内麿紐は低灘度」1族

のものに比咬して染色反懸を異にし，通常のフイブロインの中心部は酸性色素では染りがたい

が高漁度ヒ族内暦綜は之れによつて良く染着する様になることを認め、この染色反悠の粗違は

ミセル以上の構造の差より來るものであらうと考へられたQ叉高漁度」澱内厨綜は前詑の檬に

荷電1μこ態を陰性より陽性にかへる」二にブイブリレンを明かに認められた。これらはいつれもフ

イブロイン中の無定形成分の減少帥ち商灘度によつて絹綴のゲル醗底化中に一・部∫II心より周趣

に移動搬散した爲めでなからうかと思ふQ帥ちフイブロインの電勲的陰性は無定ヲ1夢域分の結品

性域分よりの過剰電荷によるものでなからうか。

　　　　　　　　　　　Sをセリシン、Fをブイブロインとすれば

　　　　　　　　　1贋　　　　11層　　　III暦　　IV贋　　　V謄

S．A．　　　e－・○

s・・B・　　　　　㊦一㊦一㊦
　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　l

R・N・（無定形）　　　i　O…○一〇

F・・c・儲結融）　　　｝　　　㊦　㊦
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　L＿．di＿．＿．．＿」

　　　　　　　　　　　　　（’L「リシンの主暦）　　　　　（ブイブロイン主暦）

　以上は繭綜昏部の睾建荷IIJこ態を表はし・矢の：加白］はヒ族時の漁度の増加iこつれて各域分の移動

を表はしたものである。從つてV層に於ては高漁度に方急いて負電荷の減少に伴ふて次第に電氣

的に陽性を帯び來るものとすれば小原博士の結果を訟朋することが出來る。

4　絹フイブロン無i定形成分

　　絹綜の外観性（色澤、「F・燭など）を失ふ際には同時にその機械的性質へも影響し、之れが脆

．化作用を呈することは多くの現象に於て見ることが出來る。從つて無定形成分のブイブロイン

　結晶ll生成分との緊密化は絹綜の弛1力並びに弾挫度と大きな關係を有するものである。この無定

　形威分はその排列状態によつて染蒲性を高め、又光の作用や電郷質の作弄ljを受け易い事を推定
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とが出來る。從つて絹綜に封する脆化作刑の研究は同時に無定形域分の1｝ll題を圃明にする必要

があるので之れが研究を行ひつSある次第である。實際に於ては自然性を多分に有する絹綜は

非常な腹雑性を帯びてゐて研究に當つては困難を偉ふものであらうが、絹懸の眞の合理的利用

をなさむとするには叉その巳知の特性を論明するには一歩一歩その未知の世界一無定形成分一

を朋かにしたいと考へてゐる。

　以上は大休理論ヒから考察した湾へを蓮べたもので實際の現象をよく詮明しえなv・離が多い

かと思ふが、著者はこの考への下に絹フイブitインの無定形の成分の實験を始めたのである。

帥ち絹綜は骸リシyとブィプロインの爾蛋白質よりなるが夫々2つ或はそれ以上の成分よりな

り．共等成分の披散湿合によつて大体繭縣を5暦に分ち、1，II暦はセリシン成分，　IV，　V暦

はブイブロイン域分、そして皿暦は爾成分の混樫によりて生するものと考へられる。砺して

之れより見る時は爾端の1及びV暦は絹擁として純継な歌態のもので小原博士が凝圃構造よ

りなるものとせられたものに相當する。

　（於　上田蹴綜專門學校）

（受理　昭和10年7月3Q日）


